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名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ 
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国際会長標語   「新しいワイズダムを築こう イエスの教えのもとに」 

ｱｼﾞｱ会長標語   「一粒の種となろう」 

西日本区理事標語 「（夢を語り未来を創造しよう）-クラブビジョンを語ろう-」 

中部部長標語     「参加することに楽しみを見つけよう Enjoy Your Commitment」 

クラブ会長標語  「１０周年に向けて、再度団結しよう」 

                              200１年 1２月号 
           ――――――――＜今月の聖句＞――――――――――― 
主に従う人よ、主によって喜び歌え。主を讃美することは正しい人にふさわしい。琴を奏でて主に感謝をささ 
げ十弦の琴を奏でてほめ歌をうたえ。新しい歌を主に向かってうたい美しい調べと共に喜びの叫びをあげよ。    
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例会出欠・遅刻の連絡は「ご出欠連絡書」によりお願いします 

２００１年1２月例会ご案内
◎第一例会   

   「クリスマス例会」 
と  き  ：1２月 9 日（日） 

 ところ  ：ROSSO 
            昭和区山手通 2-13 
      TEL 052-839-4566 
            FAX 052-839-4568 
 時 間 ：AM11：00～14：00 
  

 フルート、バイオリン、チェロなどの

演奏を予定しています。 

 当日はプレゼント交換しますのでプ

レゼントを参加人数分ご用意くださ

い。 

 ドライバー：松原 誠 
 
 
 

 
◎第二例会   
と き ：12 月 18 日（火） 

 ところ ：名古屋ＹＭＣＡ 
 時 間 ：PM７：００～ 
       
◎その他 
忘年会 

  と き ：1２月 26 日(火) 
  ところ ：アンナンブルー錦店 
   中区錦 3 丁目 4-20 花錦ビル２階 
         TEL 052-951-1124 
      ベトナム料理です 
     
  
 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（11 月） 
在  席  者 24 名 第  1  例  会 16 名 当   月 ・ 切   手  ニコ BOX ノート  
例会出席者 20 名 第  2  例  会 12 名 当   月 ・ 現   金  感 謝 ファンド  

11 
月 

例

会 当月出席率 83.33 部   会    他  1 名 累              計  累          計  9690 
 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 
＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利を伴う＝ 



 

      第一例会報告        
 

平和と開発と健康－ 
 「ミンダナオ・ムスリム自治区における人づく

りから思うこと」 

                  講 師 中島隆宏氏  
 

 
 
１１月例会の卓話ゲストとして、ＡＨＩ（アジア

保険研修所）の中島隆宏氏を迎え、フィリピンのミ

ンダナオ島ムスリム自治区における人づくりにつ

いて学ぶことができました。 
中島氏は、大学を卒業の地、マザーテレサのカル

カッタの修道会でボランティアを経験し、８０年３

月に東京ＹＭＣＡに入職されました。その後ＹＭＣ

Ａでの経験を生かし、ＡＨＩに入職し、これまでア

ジア各国の地域社会のかかえるさまざまな問題に

取り組んでおられます。 
グランパスワイズでは、名古屋ＹＭＣＡフィリピ

ンワークキャンプを積極的に支援していこうと、こ

こ何回かゲストを招きフィリピンのＹＭＣＡの活

動や青少年の生活・教育などについて学んでいます

が、今回はＡＨＩの目指すアジアにおける人づくり

の活動について、特にフィリピンのミンダナオ・ム

スリム自治区での事例をもとにお話を伺いました。   
その中で特に印象的であったのは、 
① ＡＨＩの活動が常に、貧しい地域の人々の平

和と開発と健康を願っていること。 
② ＡＨＩで研修を受けたワーカーの指導によ

り、地域の人々が自分たちの状況を知り、自

分たちで解決できると気づき、よりよい生活

を目指して話し合っていく過程を大切にし

ていること。 
③ イスラム教徒が９５％を占める地域で、キリ

スト教徒のワーカーとも協力して保険活動

を進めていることでした。 
                   舟戸 

 

 

 

 

  第８回チャリティーラン開催！     
 

 
 
 １１月３日に第８回チャリティーランが名城公

園で行われました。 
今回は実行委員長をグランパスの三井兄が引き受

け、個人参加できるタイム宣言レースなど新しい試

みも行われました。 
参加チーム数は景気の影響もあり、昨年を少し下

回る３８チームでした。グランパスは少しでもチャ

リティランを盛り上げるため年間予算そっちのけ

で２チーム参加しました（会長ありがとう）。 
 大会前夜雨が降りましたが当日は晴天となり、グ

ランパスメンバーは８時に会場集合。（今ブリテン

を読んでいるあなた、何時に会場に来ました？）ホ

ットドックの準備です。今年の給食サービスは各ワ

イズやいろいろな方の協力のもとホットドック以

外にみたらし・カレー＆ナン・焼きとうもろこし・

飲み物と、とても豊富でした。 
 

 
 
 チームは松原家率いるグランパス№1、坂倉家率

いるグランパス№2 の２チームです。グランパス№

1 は松原家の総力をあげチームを結成、名城公園で

の事前練習を行い万全の準備で当日に臨みました。

グランパス№2 の坂倉家は主力選手がタイム宣言

レースに参加することになりメンバーがそろわず

困っていたところ、坂口メネットが参加してもらえ

ることになり上位入賞（？）も夢でなくなりました。 



 

 
 
結果は１１位と１８位で両チームともグランパ

ス記録となりました。特に初参加の松原メネットの

走りは見る者を感動させずにはおきませんでした。

松原チームと坂倉チームの戦いは坂倉チームの勝

ちとなりました。松原チームは１年間練習を続けて

来年のチャリティーランでリベンジして下さい。 
タイム宣言レースは坂倉家の次男（央輝）と長女（未

映）が参加させていただき１位・２位を独占しまし

た。ありがとうございました。 
 

 
  
皆さんお疲れ様でした。特に三井運営委員長はご苦

労様でした。 
最後にチャリティーランの打ち上げパーティで

三井兄と服部兄がイッキ！イッキ！と大盛り上が

りだったことを報告させていただきます。 坂倉 
 

 
 
 

      新 会 員 紹 介       
 

 １１月第一例会にて入会式が行われました。 

既に例会には数回参加されており、メンバーには 

おなじみの山口 一徳君です。今後はグランパス 

の強力なメンバーの一員として活躍されること 

と思います。 

 

 
 

電子メール アドレス : 

  ittoku-0922@mui.biglobe.ne.jp 

 

 

    ワイズ知ってる会       
 

これからのワイズのあり方について自由な論議 

がなされました。 

 

 
      参加された面々 
 

 


